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大
谷
翔
平
の
放
っ
た
50

号
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
ボ
ー

ル
1
個
に
、
数
億
円
の

値
段
が
付
い
た
ら
し
い
▼
貧
困
や

格
差
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
る
日
本
に
比
べ
、
ア
メ
リ
カ

社
会
の
何
と
の
ど
か
な
こ
と
か
。

世
界
各
地
で
戦
争
も
起
こ
っ
て
い

る
と
い
う
の
に
▼
ワ
ー
ル
ド
シ

リ
ー
ズ
の
入
場
料
も
、
バ
ッ
ク

ネ
ッ
ト
裏
で
は
3
百
万
円
以
上
だ

と
か
。
た
っ
た
2
〜
3
時
間
の
ス

ポ
ー
ツ
観
戦
に
3
百
万
円
も
払
う

人
が
山
ほ
ど
い
て
、
即
時
完
売
▼

そ
も
そ
も
ド
ジ
ャ
ー
ス
や
ヤ
ン

キ
ー
ス
と
い
う
チ
ー
ム
は
金
持
ち

で
、
大
谷
や
山
本
の
契
約
金
を
見

て
も
破
格
で
あ
る
。
そ
ん
な
金
持

ち
球
団
が
、
金
に
あ
か
せ
て
集
め

た
選
手
た
ち
の
活
躍
で
勝
利
を
得

る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
と
は
い
っ
た
い

何
な
の
だ
ろ
う
▼
考
え
れ
ば
、
日

本
で
も
巨
人
や
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
が

強
い
の
は
、
選
手
に
出
せ
る
お
金

の
差
以
外
の
何
物
で
も
な
い
だ
ろ

う
。
大
谷
の
よ
う
に
、
日
本
人
が

ア
メ
リ
カ
社
会
で
ヒ
ー
ロ
ー
に
な

る
の
は
う
れ
し
い
こ
と
だ
が
、
何

か
違
う
よ
う
な
気
が
す
る
▼「
野
球

し
よ
う
ぜ
」
と
グ
ロ
ー
ブ
を
全
国

の
小
学
校
に
贈
っ
た
り
、
世
界
を

知
る
べ
き
だ
と
若
者
の
ロ
ス
ア
ン

ジ
ェ
ル
ス
へ
の
留
学
資
金
を
出
し

た
り
、
格
好
良
す
ぎ
る
の
も
個
人

的
に
釈
然
と
し
な
い
▼
裏
金
で
な

い
か
ら
い
い
か
と
自
分
を
納
得
さ

せ
て
い
る
が
。

（
石
）

大阪市ボランティア・市民活動センター
TEL 06-6765-4041
MAIL kodomo@osaka-sishakyo.jp

参加者
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無料！

2月8日令和7年 土

午後1時～4時

大阪市天王寺区東高津町7-11

　
市
社
協
で
は
、「
善
意
銀
行
」
を

通
じ
て
、
事
業
運
営
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
市
民
の
皆
さ
ま
や
法
人
・
団

体
か
ら
善
意
の
預
託
（
金
品
・
物
品
）

を
受
け
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
や
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
を
図

る
た
め
、
社
会
福
祉
関
係
の
施
設
・

団
体
・
機
関
等
の
活
動
に
役
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
ス
マ
イ
ル
チ
ル
ド
レ

ン
か
ら
、
96
万
円
の
寄
附
を
賜
り
ま

し
た
。
寄
附
金
は
、
大
阪
市
児
童
福

祉
施
設
連
盟
等
を
通
じ
て
市
内
の
児

童
養
護
施
設
に
お
い
て
、
有
効
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ユ
ニ
ゾ
ホ
テ
ル
株
式
会
社
か
ら
、

歯
ブ
ラ
シ
や
ヘ
ア
ブ
ラ
シ
な
ど
の
預

託
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
附
さ
れ

た
物
品
は
区
社
協
を
通
じ
て
、
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

第１部

第2部

　体験や経験を通じて、こどもたちが“社会を生き抜く力”“豊かな人間性”を育むために
わたしたちに何ができるのか地域全体で一緒に考えてみませんか？

社会福祉
法　　人 大阪市社会福祉協議会
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地域こども支援ネットワーク事業シンポジウム令和6年度

善
意
銀
行

―

み
な
さ
ん
の
善
意
を

　
　
　社
会
福
祉
の
発
展
に―

市社協

金銭や物品の預託
（例）
・バザー等の売上金の一部を
　寄附
・未使用の消耗品等の物品を
　寄附

社会福祉関係の
施設・団体・機関等

・感謝の気持ち
・寄附金・物品を
　活用した取組み

預かった金銭や
物品の善意をつなぐ
（払出し）

善意銀行の輪

▲善意銀行の
　ながれ

▲

預託をいただいた
スマイルチルドレ
ンの5人

体験の格差が与える
こどもたちへの影響について考える！
体験の格差が与える
こどもたちへの影響について考える！

▲児童養護施設、保育施設、特別養護老人ホーム、救護施設、障がい児・者施設で勤務する若手職員がお話しました

市民・善意銀行預託者
（個人や企業、団体等）

大阪市社協

1 大阪の社会福祉　第835号（毎月1回発行） 82024年（令和6年）12月「大阪の社会福祉」は共同募金助成金を活用して発行しています。



　
市
社
協
は
、
10
月
18
日
に
大
阪
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
、
令
和

6
年
度
大
阪
市
社
会
福
祉
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。当
日
は
、約
7
5
0

人
の
参
加
が
あ
り
、
地
域
福
祉
の
推

進
に
永
年
尽
力
さ
れ
、
功
績
が
顕
著

な
社
協
役
員
及
び
民
生
委
員
・
児
童

委
員
、
社
会
福
祉
施
設
役
職
員
な
ど

の
方
々
へ
表
彰
状
・
感
謝
状
を
贈
呈

　
地
域
住
民
や
専
門
職
が
、
地
域
を
知
る
た
め
に
、
実
際
に
地
域
を
歩
い
て
回
り
、
そ
こ
で
の
気
づ
き
や
発
見
を
共
有
す

る
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
と
い
う
手
法
が
あ
り
ま
す
。
都
島
区
社
協
で
は
今
年
度
、
区
内
9
地
域
ご
と
に
、
地
域
活
動
者

や
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
区
独
自
事
業
と
し
て
各
地
域
に
配
置
）、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ブ
ラ
ン
チ
等
の

関
係
者
と
区
社
協
職
員
が
、
一
緒
に
地
域
を
歩
き
、
感
じ
た
こ
と
の
共
有
や
ふ
り
か
え
り
を
お
こ
な
い
、
今
後
の
地
域
福

祉
活
動
を
考
え
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　
本
記
事
で
は
、
11
月
5
日
に
都
島
区
高
倉
地
域
で
実
施
し
た
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

す
る
式
典
と
講
演
会
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

　
ま
ず
、
第
1
部
の
式
典
で
は
、
市

社
協
の
永
岡
正
己
会
長
か
ら
、
社
会

福
祉
の
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
方
々
に
、
永
年
に
わ
た
る
活

動
と
ご
功
績
に
対
し
て
深
く
敬
意
を

表
し
、
お
祝
い
を
述
べ
た
後
、「
本

会
で
は
、
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中

核
的
な
団
体
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
た
め
、
各
区
社
会
福
祉
協
議
会
を

は
じ
め
、
関
係
機
関
・
団
体
等
と
の

連
携
を
一
層
強
め
、『
一

人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
、
誰
も
が
自
分

ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
、
や

さ
し
さ
と
ぬ
く
も
り
の

あ
る
福
祉
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
』
の
実
現
に
向

け
て
、
地
域
福
祉
の
多

面
的
な
取
り
組
み
を
全

力
で
進
め
て
ま
い
り
ま

す
」
と
開
会
あ
い
さ
つ

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
社
協
会
長

表
彰
と
し
て
、
77
人
6

団
体
に
、
市
長
表
彰
と

し
て
、
4
1
3
人
39
団

体
に
表
彰
状
・
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
の
最
後
に
、
市

社
協
の
前
田
葉
子
副
会
長
が
、
大
会

宣
言
（
案
）
を
朗
読
し
、
参
加
者
の

賛
辞
を
得
て
、
大
会
宣
言
は
原
案
ど

お
り
採
択
さ
れ
、
よ
り
一
層
の
地
域

福
祉
推
進
に
向
け
て
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　
11
月
5
日
の
午
後
、
高
倉
地
域
の

み
ゆ
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
に
、

地
域
社
協
の
会
長
や
地
域
福
祉
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

方
々
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

ブ
ラ
ン
チ
、
区
社
協
の
職
員
ら
が
集

ま
り
ま
し
た
。
事
前
に
、
区
社
協
職

員
と
当
日
地
域
を
案
内
す
る
方
々
と

で
、
地
域
を
見
る
視
点
や
、
地
域
の

特
徴
、
暮
ら
し
て
い
る
方
の
現
状
な

ど
、
共
有
す
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

の
打
合
せ
を
重
ね
、
当
日
を
迎
え
ま

し
た
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
２
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
実
施
さ
れ
、「
こ
こ

の
市
営
住
宅
で
は
、
最
近
全
館
に
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
つ
い
た
」「
元
々
市

場
が
あ
っ
た
が
、
住
宅
街
に
な
っ

た
」「
ス
ー
パ
ー
は
西
側
に
集
中
し

て
い
る
。
こ
の
辺
り
の
方
は
、
購
入

す
る
物
に
よ
っ
て
行
く
ス
ー
パ
ー
を

分
け
て
い
る
」「
駄
菓
子
屋
が
ほ
と

ん
ど
な
く
な
っ
た
が
、
お
菓
子
が
買

え
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
こ
ど
も
た
ち

が
集
ま
っ
て
い
る
の
を
見
か
け
る
」

な
ど
、
地
域
の
方
か
ら
実
情
を
う
か

が
い
な
が
ら
、
回
り
ま
し
た
。

　
同
地
域
社
協
会
長
の
三
屋
順
一
さ

ん
は
、
「
高
倉
地
域
は
皆
さ
ん
か
ら

出
て
い
た
意
見
で
も
あ
る
よ
う
に
、

歓
楽
街
は
な
く
、
静
か
で
安
全
で
あ

り
、
高
齢
者
や
こ
ど
も
に
と
っ
て
も

住
み
や
す
い
地
域
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
小
中
学
校
の
生
徒
数
が
多
く
、

子
育
て
が
し
や
す
い
地
域
で
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
大
き
く
な
っ
て
も
高

倉
地
域
を
離
れ
る
人
が
少
な
く
、
結

婚
し
て
も
住
み
続
け
て
く
れ
る
こ
と

も
魅
力
の
一
つ
で
す
。
今
日
の
内
容

を
集
ま
っ
た
方
々
以
外
に
も
共
有

し
、
こ
れ
か
ら
の
高
倉
地
域
に
つ
い

て
、
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
」
と
語

り
ま
し
た
。

み
つ  

や

・新しい家、マンション、スポーツジム等が増え、駄菓子屋
はなくなり、店も変わっているのだと改めて感じた
・スーパーが多くあるように思っていたが、一部エリアに固
まっており、遠い方はどうしているのだろうと思った
・地域の皆さんから聞きながら回ったことで、知ることがで
きた社会資源があって、実施できてよかった
・フィールドワークでアセスメントをおこない、高倉地域の
魅力を再発見することができた
・いつも自転車のため、初めて高倉地域を歩いたが、地域住
民と一緒に回ったことで、歴史や風情を知れる機会となっ
た。歩いたことで気づいたところもあるので、業務に活か
していきたい

ふりかえりで出た意見

●話をしながら実際に歩いて回ることで、地域の雰囲気
や、そこに暮らす住民の生活の様子を感じ取ることがで
きる
●地域の今だけでなく、どのような経過があって現在に至
るのか、歴史や変化を知ることができる
●地域で暮らす住民だからこそ知り得る情報と、専門職な
らではの視点をお互いに伝え合う機会となる
●意見交換の場も含めて、地域の強み、社会資源、解決
すべき課題、今後に向けての思いを共有することがで
きる

フィールドワークのポイント

　
今
回
の
取
組
み
を
ふ
り
か

え
っ
て
、
区
社
協
の
小
阪
青

空
第
１
層
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
「
地
域
住

民
や
専
門
職
と
一
緒
に
地
域

を
歩
き
、
地
域
の
強
み
や
魅

力
を
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら

見
つ
け
出
す
こ
と
に
重
点
を

置
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

専
門
職
だ
け
で
な
く
、
地
域

住
民
と
と
も
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
そ
こ
で
暮
ら
す
住
民

な
ら
で
は
の
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後

は
、
実
施
し
た
こ
と
で
見
え

て
き
た
課
題
や
で
き
る
取
組

み
を
地
域
住
民
と
と
も
に
す

す
め
て
い
き
た
い
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

ま
さ  

み

　
第
２
部
で
は
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

全
国
こ
ど
も
食
堂
支
援
セ
ン
タ
ー
・

む
す
び
え
理
事
長
の
湯
浅
誠
さ
ん
を

招
き
、
「
こ
ど
も
食
堂
と
私
た
ち
の

地
域
・
社
会
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講

演
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。「
こ
ど

も
食
堂
」
は
、
こ
ど
も
を
中
心
に
置

い
た
多
世
代
交
流
の
地
域
の
居
場
所

で
、
令
和
5
年
時
点
で
全
国
に
９
１

３
２
箇
所
（
前
年
比
１
７
０
０
箇
所

増
）
あ
り
、
企
業
や
社
会
福
祉
施
設

等
で
交
流
の
機
会
と
し
て
、
「
こ
ど

も
食
堂
」
の
運
営
を
始
め
る
と
こ
ろ

が
増
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
湯

浅
さ
ん
は
、
「
居
場
所
と
は
、
誰
か

に
ち
ゃ
ん
と
見
て
も
ら
え
て
い
る
、

受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
、
尊
重
さ
れ

て
い
る
、
つ
な
が
っ
て
い

る
と
感
じ
ら
れ
る
よ

う
な
関
係
性
の
あ
る

場
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。
現
在
、
こ
ど
も

も
大
人
も
居
場
所
が

減
少
す
る
な
か
、こ
ど

も
食
堂
は
、世
代
や
年

齢
等
に
関
係
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
集

う
地
域
の
居
場
所
・

つ
な
が
り
づ
く
り
の

場
そ
の
も
の
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
遊

び
場
全
体
の
減
少
や

少
子
高
齢
化
な
ど
か

ら
生
き
づ
ら
さ
が
蔓
延
し
て
い
る
と

い
う
課
題
も
あ
る
た
め
、
交
流
を
通

し
て
孤
立
・
孤
独
が
深
刻
に
な
ら
な

い
よ
う
、
予
防
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
続
け
て
湯
浅
さ
ん
は
、「
災
害
時

に
、
急
に
近
所
の
人
と
助
け
合
お
う

と
思
っ
て
も
な
か
な
か
難
し
い
も
の

で
す
。
普
段
か
ら
の
つ
な
が
り
は
災

害
時
に
活
き
、
災
害
時
の
気
づ
き
を

き
っ
か
け
に
新
た
に
で
き
た
つ
な
が

り
が
、
ま
た
次
の
非
常
事
態
に
活
き

て
き
ま
す
」
と
伝
え
ま
し
た
。

　
最
後
に
、「
居
場
所
づ
く
り
は
、

今
い
る
人
た
ち
を『
横
に
つ
な
げ
る
』

だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
未
来
を
担

う
次
世
代
の
人
に
つ
な
ぐ
、『
縦
に

つ
な
げ
る
』
た
め
に
も
大
切
な
取
組

み
で
す
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

▲大阪市社会福祉大会を開催

▲永岡会長から市社協会長表彰状を贈呈

▲参加者の心を掴み、楽しく学びました

▲高倉地域社協
の三屋会長

▲永岡会長からあいさつ

▲地域の方から地域に関する情報を説明

市社協

令
和
６
年
度 

大
阪
市
社
会
福
祉
大
会
開
催

新
た
な
課
題
の

解
決
に
向
け
て

横
に
も
縦
に
も

地
域
で
つ
な
が
る

都島区

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

　
　
　
　
　
改
め
て
地
域
を
知
る
都島区

ふりかえる様子
地域マップを見ながら

実
際
に
歩
き
、

地
域
を
知
る

変
化
す
る
地
域
を
捉
え
、

次
に
つ
な
げ
る
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市
社
協
は
、
10
月
18
日
に
大
阪
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
、
令
和

6
年
度
大
阪
市
社
会
福
祉
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。当
日
は
、約
7
5
0

人
の
参
加
が
あ
り
、
地
域
福
祉
の
推

進
に
永
年
尽
力
さ
れ
、
功
績
が
顕
著

な
社
協
役
員
及
び
民
生
委
員
・
児
童

委
員
、
社
会
福
祉
施
設
役
職
員
な
ど

の
方
々
へ
表
彰
状
・
感
謝
状
を
贈
呈

　
地
域
住
民
や
専
門
職
が
、
地
域
を
知
る
た
め
に
、
実
際
に
地
域
を
歩
い
て
回
り
、
そ
こ
で
の
気
づ
き
や
発
見
を
共
有
す

る
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
と
い
う
手
法
が
あ
り
ま
す
。
都
島
区
社
協
で
は
今
年
度
、
区
内
9
地
域
ご
と
に
、
地
域
活
動
者

や
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
区
独
自
事
業
と
し
て
各
地
域
に
配
置
）、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ブ
ラ
ン
チ
等
の

関
係
者
と
区
社
協
職
員
が
、
一
緒
に
地
域
を
歩
き
、
感
じ
た
こ
と
の
共
有
や
ふ
り
か
え
り
を
お
こ
な
い
、
今
後
の
地
域
福

祉
活
動
を
考
え
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　
本
記
事
で
は
、
11
月
5
日
に
都
島
区
高
倉
地
域
で
実
施
し
た
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

す
る
式
典
と
講
演
会
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

　
ま
ず
、
第
1
部
の
式
典
で
は
、
市

社
協
の
永
岡
正
己
会
長
か
ら
、
社
会

福
祉
の
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
方
々
に
、
永
年
に
わ
た
る
活

動
と
ご
功
績
に
対
し
て
深
く
敬
意
を

表
し
、
お
祝
い
を
述
べ
た
後
、「
本

会
で
は
、
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中

核
的
な
団
体
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
た
め
、
各
区
社
会
福
祉
協
議
会
を

は
じ
め
、
関
係
機
関
・
団
体
等
と
の

連
携
を
一
層
強
め
、『
一

人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
、
誰
も
が
自
分

ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
、
や

さ
し
さ
と
ぬ
く
も
り
の

あ
る
福
祉
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
』
の
実
現
に
向

け
て
、
地
域
福
祉
の
多

面
的
な
取
り
組
み
を
全

力
で
進
め
て
ま
い
り
ま

す
」
と
開
会
あ
い
さ
つ

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
社
協
会
長

表
彰
と
し
て
、
77
人
6

団
体
に
、
市
長
表
彰
と

し
て
、
4
1
3
人
39
団

体
に
表
彰
状
・
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
の
最
後
に
、
市

社
協
の
前
田
葉
子
副
会
長
が
、
大
会

宣
言
（
案
）
を
朗
読
し
、
参
加
者
の

賛
辞
を
得
て
、
大
会
宣
言
は
原
案
ど

お
り
採
択
さ
れ
、
よ
り
一
層
の
地
域

福
祉
推
進
に
向
け
て
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　
11
月
5
日
の
午
後
、
高
倉
地
域
の

み
ゆ
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
に
、

地
域
社
協
の
会
長
や
地
域
福
祉
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

方
々
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

ブ
ラ
ン
チ
、
区
社
協
の
職
員
ら
が
集

ま
り
ま
し
た
。
事
前
に
、
区
社
協
職

員
と
当
日
地
域
を
案
内
す
る
方
々
と

で
、
地
域
を
見
る
視
点
や
、
地
域
の

特
徴
、
暮
ら
し
て
い
る
方
の
現
状
な

ど
、
共
有
す
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

の
打
合
せ
を
重
ね
、
当
日
を
迎
え
ま

し
た
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
２
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
実
施
さ
れ
、「
こ
こ

の
市
営
住
宅
で
は
、
最
近
全
館
に
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
つ
い
た
」「
元
々
市

場
が
あ
っ
た
が
、
住
宅
街
に
な
っ

た
」「
ス
ー
パ
ー
は
西
側
に
集
中
し

て
い
る
。
こ
の
辺
り
の
方
は
、
購
入

す
る
物
に
よ
っ
て
行
く
ス
ー
パ
ー
を

分
け
て
い
る
」「
駄
菓
子
屋
が
ほ
と

ん
ど
な
く
な
っ
た
が
、
お
菓
子
が
買

え
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
こ
ど
も
た
ち

が
集
ま
っ
て
い
る
の
を
見
か
け
る
」

な
ど
、
地
域
の
方
か
ら
実
情
を
う
か

が
い
な
が
ら
、
回
り
ま
し
た
。

　
同
地
域
社
協
会
長
の
三
屋
順
一
さ

ん
は
、
「
高
倉
地
域
は
皆
さ
ん
か
ら

出
て
い
た
意
見
で
も
あ
る
よ
う
に
、

歓
楽
街
は
な
く
、
静
か
で
安
全
で
あ

り
、
高
齢
者
や
こ
ど
も
に
と
っ
て
も

住
み
や
す
い
地
域
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
小
中
学
校
の
生
徒
数
が
多
く
、

子
育
て
が
し
や
す
い
地
域
で
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
大
き
く
な
っ
て
も
高

倉
地
域
を
離
れ
る
人
が
少
な
く
、
結

婚
し
て
も
住
み
続
け
て
く
れ
る
こ
と

も
魅
力
の
一
つ
で
す
。
今
日
の
内
容

を
集
ま
っ
た
方
々
以
外
に
も
共
有

し
、
こ
れ
か
ら
の
高
倉
地
域
に
つ
い

て
、
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
」
と
語

り
ま
し
た
。

み
つ  

や

・新しい家、マンション、スポーツジム等が増え、駄菓子屋
はなくなり、店も変わっているのだと改めて感じた
・スーパーが多くあるように思っていたが、一部エリアに固
まっており、遠い方はどうしているのだろうと思った
・地域の皆さんから聞きながら回ったことで、知ることがで
きた社会資源があって、実施できてよかった
・フィールドワークでアセスメントをおこない、高倉地域の
魅力を再発見することができた
・いつも自転車のため、初めて高倉地域を歩いたが、地域住
民と一緒に回ったことで、歴史や風情を知れる機会となっ
た。歩いたことで気づいたところもあるので、業務に活か
していきたい

ふりかえりで出た意見

●話をしながら実際に歩いて回ることで、地域の雰囲気
や、そこに暮らす住民の生活の様子を感じ取ることがで
きる
●地域の今だけでなく、どのような経過があって現在に至
るのか、歴史や変化を知ることができる
●地域で暮らす住民だからこそ知り得る情報と、専門職な
らではの視点をお互いに伝え合う機会となる
●意見交換の場も含めて、地域の強み、社会資源、解決
すべき課題、今後に向けての思いを共有することがで
きる

フィールドワークのポイント

　
今
回
の
取
組
み
を
ふ
り
か

え
っ
て
、
区
社
協
の
小
阪
青

空
第
１
層
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
「
地
域
住

民
や
専
門
職
と
一
緒
に
地
域

を
歩
き
、
地
域
の
強
み
や
魅

力
を
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら

見
つ
け
出
す
こ
と
に
重
点
を

置
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

専
門
職
だ
け
で
な
く
、
地
域

住
民
と
と
も
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
そ
こ
で
暮
ら
す
住
民

な
ら
で
は
の
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後

は
、
実
施
し
た
こ
と
で
見
え

て
き
た
課
題
や
で
き
る
取
組

み
を
地
域
住
民
と
と
も
に
す

す
め
て
い
き
た
い
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

ま
さ  

み

　
第
２
部
で
は
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

全
国
こ
ど
も
食
堂
支
援
セ
ン
タ
ー
・

む
す
び
え
理
事
長
の
湯
浅
誠
さ
ん
を

招
き
、
「
こ
ど
も
食
堂
と
私
た
ち
の

地
域
・
社
会
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講

演
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。「
こ
ど

も
食
堂
」
は
、
こ
ど
も
を
中
心
に
置

い
た
多
世
代
交
流
の
地
域
の
居
場
所

で
、
令
和
5
年
時
点
で
全
国
に
９
１

３
２
箇
所
（
前
年
比
１
７
０
０
箇
所

増
）
あ
り
、
企
業
や
社
会
福
祉
施
設

等
で
交
流
の
機
会
と
し
て
、
「
こ
ど

も
食
堂
」
の
運
営
を
始
め
る
と
こ
ろ

が
増
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
湯

浅
さ
ん
は
、
「
居
場
所
と
は
、
誰
か

に
ち
ゃ
ん
と
見
て
も
ら
え
て
い
る
、

受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
、
尊
重
さ
れ

て
い
る
、
つ
な
が
っ
て
い

る
と
感
じ
ら
れ
る
よ

う
な
関
係
性
の
あ
る

場
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。
現
在
、
こ
ど
も

も
大
人
も
居
場
所
が

減
少
す
る
な
か
、こ
ど

も
食
堂
は
、世
代
や
年

齢
等
に
関
係
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
集

う
地
域
の
居
場
所
・

つ
な
が
り
づ
く
り
の

場
そ
の
も
の
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
遊

び
場
全
体
の
減
少
や

少
子
高
齢
化
な
ど
か

ら
生
き
づ
ら
さ
が
蔓
延
し
て
い
る
と

い
う
課
題
も
あ
る
た
め
、
交
流
を
通

し
て
孤
立
・
孤
独
が
深
刻
に
な
ら
な

い
よ
う
、
予
防
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
続
け
て
湯
浅
さ
ん
は
、「
災
害
時

に
、
急
に
近
所
の
人
と
助
け
合
お
う

と
思
っ
て
も
な
か
な
か
難
し
い
も
の

で
す
。
普
段
か
ら
の
つ
な
が
り
は
災

害
時
に
活
き
、
災
害
時
の
気
づ
き
を

き
っ
か
け
に
新
た
に
で
き
た
つ
な
が

り
が
、
ま
た
次
の
非
常
事
態
に
活
き

て
き
ま
す
」
と
伝
え
ま
し
た
。

　
最
後
に
、「
居
場
所
づ
く
り
は
、

今
い
る
人
た
ち
を『
横
に
つ
な
げ
る
』

だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
未
来
を
担

う
次
世
代
の
人
に
つ
な
ぐ
、『
縦
に

つ
な
げ
る
』
た
め
に
も
大
切
な
取
組

み
で
す
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

▲大阪市社会福祉大会を開催

▲永岡会長から市社協会長表彰状を贈呈

▲参加者の心を掴み、楽しく学びました

▲高倉地域社協
の三屋会長

▲永岡会長からあいさつ

▲地域の方から地域に関する情報を説明

市社協

令
和
６
年
度 

大
阪
市
社
会
福
祉
大
会
開
催

新
た
な
課
題
の

解
決
に
向
け
て

横
に
も
縦
に
も

地
域
で
つ
な
が
る

都島区

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

　
　
　
　
　
改
め
て
地
域
を
知
る
都島区

ふりかえる様子
地域マップを見ながら

実
際
に
歩
き
、

地
域
を
知
る

変
化
す
る
地
域
を
捉
え
、

次
に
つ
な
げ
る
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11
月
6
日
午
後
2
時
〜
3
時
30

分
に
、
西
区
社
会
福
祉
施
設
連
絡
会

と
西
区
社
協
の
共
催
に
よ
り
、
西
区

民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
「
西
区
保
育

施
設
連
絡
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
取
組
み
は
、
区
内
の
保
育

施
設
同
士
の
顔
が
見
え
る
関
係
づ
く

り
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
他
施
設
の

取
組
み
や
課
題
に
つ
い
て
情
報
交
換

し
、
と
も
に
考
え
る
機
会
と
し
て
今

回
初
め
て
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
区
の
北
東
部
に
位
置
す
る
玉
造

地
域
は
、
近
年
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
が

増
え
、
若
い
世
代
を
中
心
に
新
た
に

地
域
に
転
入
す
る
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
中
央
区
社
協
は
、
同
地
域
で
、

令
和
4
年
11
月
に
第
1
回
、
令
和
5

年
7
月
に
第
2
回
の
「
あ
っ
た
ら
い

い
な
を
考
え
る
会
」
を
開
催
し
、

「
玉
造
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
」
を

対
象
と
し
て
、
主
に
地
域
団
体
の
役

員
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
地
域

福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
食
事

サ
ー
ビ
ス
や
ふ
れ
あ
い
喫
茶
の
活
動

者
ら
が
集
ま
り
、
話
し
合
っ
て
き
ま

し
た
。

　
9
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
第
3

回
の
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
も

ふ
ま
え
、
新
た
に
小
学
校
の
P
T
A

役
員
に
声
を
か
け
た
ほ
か
、
地
域
役

員
・
活
動
者
に
限
ら
な
い
地
域
住
民

の
方
も
交
え
て
、
計
22
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
全
員
で
自
己
紹
介
を
し
た

　
全
体
共
有
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
か

ら
「
ふ
れ
あ
い
喫
茶
に
子
育
て
サ
ー

ク
ル
参
加
者
に
も
立
ち
寄
っ
て
も
ら

う
」「
見
守
り
を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
認
知
度
を
あ
げ
た

い
」
「
地
域
の
防
災
訓
練
を
マ
ン

シ
ョ
ン
住
民
と
も
協
働
で
き
れ
ば
」

な
ど
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
場
を
契
機
と
し

て
、
地
域
の
情
報
発
信
を
中
心
に
引

き
続
き
考
え
て
い
く
こ
と
と
な
り
、

11
月
に
再
度
集
ま
っ
た
際
に
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
S
N
S
活
用
や
企

業
と
の
連
携
な
ど
の
可
能
性
を
出
し

合
い
、
具
体
化
に
向
け
た
検
討
が
す

す
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
会
は
区
社
協
が
主
催
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
住
民
・
関
係
者
へ
の
呼
び
か

け
役
・
進
行
役
を
担
い
ま
す
が
、
そ

　
中
央
区
社
協
で
は
、
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
、「
あ
っ
た
ら

い
い
な
を
考
え
る
会
」
と
題
し
た
第
2
層
協
議
体
会
議
（
中
央
区
北
部
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
圏
域
）
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、「
こ
の
よ
う
な
場
を
地
域
で
開

催
で
き
れ
ば
」
と
の
声
が
あ
り
、
令
和
4
年
度
以
降
、
地
域
単
位
で
の
開
催
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
西
区
社
会
福
祉
施
設
連
絡
会
は

保
育
施
設
が
大
半
を
占
め
、
以
前
か

ら
、
社
会
福
祉
法
人
運
営
の
保
育
施

設
同
士
は
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
も
の

の
、
企
業
型
な
ど
の
保
育
施
設
と
は

あ
ま
り
情
報
交
換
す
る
機
会
が
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
区
内
82
施
設
に

案
内
し
、
27
施
設
26
人
の
園
長
・
保

育
士
が
連
絡
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
ま
ず
、
区
社
協
や
区
社
会

福
祉
施
設
連
絡
会
の
取
組
み
に
つ
い

て
説
明
し
た
後
、
講
師
と
し
て
招
い

た
、
四
天
王
寺
大
学
准
教
授
の
吉
田

祐
一
郎
さ
ん
が
、「
保
育
施
設
相
互

の
協
力
関
係
を
つ
く
る
に
あ
た
っ

て
、
形
式
上
の
つ
な
が
り
で
は
な

く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し

た
つ
な
が
り
が
重
要
で
す
。
そ
れ

は
、
こ
ど
も
・
子
育
て
家
庭
を
中
心

と
し
た
保
育
実
践
を
つ
く
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
」
と
語
り
、
続
け

て
、「
西
区
は
ど
の
よ
う
な
ま
ち

か
？
ど
の
よ
う
な
ま
ち
に
し
て
い
き

た
い
か
？
」
を
参
加
者
に
問
い
か
け

な
が
ら
、
こ
ど
も
・
子
育
て
家
庭
に

と
っ
て
の
地
域
の
姿
や
今
後
の
め
ざ

す
方
向
性
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
保
育
と
福
祉
の
考
え
方
に
も

ふ
れ
、「
保
育
も
福
祉
も
『
人
づ
く

り
』『
ま
ち
づ
く
り
』
で
あ
り
、
ど

う
実
践
・
実
行
し
て
い
く
の
か
が
大

切
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
2
つ
の

テ
ー
マ
を
順
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

テ
ー
マ
①
と
し
て
は
「
保
育
で
嬉
し

か
っ
た
こ
と
」
を
共
有
し
、「
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
、
こ
ど
も
た
ち

み
ん
な
で
喜
び
な
が
ら
自
作
し
た
衣

装
で
仮
装
す
る
様
子
を
見
る
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
」「
預
か
っ
て
い

た
こ
ど
も
が
大
人
に
な
り
、
保
育
園

の
同
窓
会
で
顔
を
出
し
て
く
れ
て
、

お
酒
を
飲
ん
で
い
る
な
ん
て
話
を
聞

い
た
際
に
、
成
長
を
感
じ
た
」な
ど

の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
②
で
は
、
「
聞
い
て
・
見

て
・
語
っ
て
！
日
頃
の
保
育
で

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
こ
と
＆
こ
れ
か

ら
の
西
区
の
保
育
・
子
育
て
支
援
で

大
切
に
し
て
み
た
い
こ
と
」
を
共
有

し
、「
こ
ど
も
の
人
権
を
守
れ
る
よ

う
、
研
修
等
で
意
識
づ
け
を
お
こ

な
っ
て
い
る
」
な
ど
心
が
け
て
い
る

こ
と
の
ほ
か
、「
現
場
で
把
握
し
た

小
さ
な
気
づ
き
を
ど
の
よ
う
に
共
有

し
て
い
く
か
」
と
い
っ
た
悩
み
、

「
近
隣
の
保
育
園
に
通
っ
て
い
る
こ

ど
も
は
、
同
じ
小
学
校
に
あ
が
る
可

能
性
も
高
い
の
で
、
保
育
園
の
時
か

ら
顔
を
合
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
取
組

大阪市内の各区では、区内の社会福
祉施設が互いに連携して情報交換や
共同活動をおこなうため、区社会福
祉施設連絡会が組織されています。
区社協は、事務局として活動をサ
ポートしています

●なかなか横のつながりがなく、いろい
ろな保育施設とつながりを持てる機会
がほしいと思っていた

●情報交換で参考になることも聞くこと
ができて、参加してよかった

●何かの行事を一緒にするなど、
交流ができるとおもしろい

み
が
で
き
な
い
か
模
索
し
て
い
る
」

等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
ま
と
め
と
し
て
西
区
社

会
福
祉
施
設
連
絡
会
会
長
で
千
代

崎
ポ
プ
ラ
保
育
園
園
長
の
松
枝
順

司
さ
ん
か
ら
、「
以
前
か
ら
社
会
福

祉
法
人
以
外
の
保
育
施
設
と
も
情

報
交
換
で
き
る
機
会
が
必
要
だ
と

思
っ
て
お
り
、
楽
し
い
情
報
交
換
の

時
間
だ
っ
た
。
ど
こ
の
保
育
施
設
も

『
こ
ど
も
の
た
め
に
一
生
懸
命
』
と

い
う
こ
と
は
同
じ
。
考
え
方
や
や
り

方
は
施
設
そ
れ
ぞ
れ
か
も
し
れ
な
い

が
、
見
て
い
る
方
向
性
は
同
じ
と
改

め
て
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
共

感
し
合
え
る
仲
間
と
集
ま
り
、
参
考

に
な
る
こ
と
を
聞
い
て
気
づ
き
が
生

ま
れ
る
連
絡
会
は
や
は
り
必
要
だ
と

感
じ
た
。
今
後
も
継
続
し
て
実
施
し

て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

後
に
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
話
し

合
い
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、
「
Ｋ
Ｐ
Ｔ

Ａ
法
」
と
呼
ば
れ
る
手
法
を
取
り
入

れ
、
ま
ず
は
①
K
e
e
p
（
よ
か
っ

た
こ
と
、
続
け
た
い
こ
と
）
と
②

P
r
o
b
l
e
m
（
問
題
点
、
改
善

し
た
い
こ
と
）
を
あ
げ
ま
し
た
。
そ

こ
か
ら
③
T
r
y
（
試
し
た
い
こ

と
）
に
つ
い
て
、
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト

「
続
け
る
こ
と
、
拡
張
す
る
こ
と
」

「
改
善
す
る
こ
と
・
や
め
る
こ
と
」

「
新
し
く
試
す
こ
と
」
で
整
理
し
、

れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
話
し
合
わ
れ

た
ア
イ
デ
ア
の
実
現
に
向
け
た
動
き

は
、
住
民
が
中
心
と
な
っ
て
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
区
内
の
他
地
域
で
も
こ
の
よ
う
な

話
し
合
い
を
き
っ
か
け
に
、
こ
れ
ま

で
地
域
活
動
に
関
わ
り
が
な
か
っ
た

住
民
に
よ
る
、
集
合
住
宅
で
の
新
た

な
カ
フ
ェ
の
立
上
げ
に
つ
な
が
っ
た

事
例
も
生
ま
れ
て
お
り
、
区
社
協
で

最
後
に
④
A
c
t
i
o
n
（
自
分
た

ち
が
実
行
す
る
具
体
的
な
行
動
）
を

導
く
と
い
う
流
れ
を
た
ど
り
ま
し

た
。
枠
組
み
に
沿
っ
て
活
発
な
意
見

交
換
が
展
開
さ
れ
、
模
造
紙
と
付
箋

を
使
っ
て
前
回
の
話
し
合
い
の
結
果

に
今
回
の
意
見
が
重
ね
ら
れ
て
い
き

ま
し
た
。

●地域役員・活動者だけでなく、
新たな参加者に呼びかけて開催

●意見を出し合い、今後の取組み
を導ける枠組み（フレーム）を
取り入れる

●区社協はきっかけづくり・提案
役となるが、具体的な取組みは
地域主体で実行

中央区の取組みから学ぶ
話し合いの場づくりのポイント

は
、
地
域
の
特
性
を
ふ
ま
え
、
そ
れ

ぞ
れ
に
合
っ
た
形
で
の
話
し
合
い
の

場
づ
く
り
や
活
動
へ
の
支
援
を
す
す

め
て
い
ま
す
。

Keep
（よかったこと、続けたいこと）

1

・見守り活動 ・百歳体操
・ふれあい喫茶 ・子育てサークル

Action
（自分たちが実行すること、
  行動計画）

4

・地域のホームページをつくる
・QRコードやオンラインで情報
発信
・情報を簡単に得られるツール
として、LINEなどの活用
・町会掲示板を増やす
・赤ちゃんのサポートはあるが、
共働きのこどもの支援が少な
いため、こどもの居場所を増
やす

Try（Keep：続けること、拡張すること）-13
・会館での活動　・世代間交流の祭り、盆踊り　・防災訓練

Try（Problem：改善すること、やめること）-23

Try（New：新しく試すこと）-33
・集まりやすい時間帯で集いを開催
・周知の拡大

Problem
（問題点、改善したいこと）

2

・坂道の上（北側）の人は会館に来
るのが大変
・マンションと地域の交流がない
・活動参加者・担い手ともに高齢

・マンションなど町会未加入者にも地域情報を伝える必要
がある
・世代間交流の喫茶ができておらず、子育て参加の親子が
来ない

▲「あったらいいな」をテーマに話し合い

▲全体共有では、住民からグループで出た意見を
発表

こ
ど
も・家
庭・地
域
の
笑
顔
の
た
め
に

保
育
施
設
が
で
き
る
こ
と

▲西区保育施設連絡会を初めて開催

▲活発な情報交換ができました

▲「あっという間に時間が経っ
たと思うくらい楽しい情報交
換だった」と松枝さん

西区

西区
「
あ
っ
た
ら
い
い
な
」を
話
し
合
お
う

中央区

中央区
区
内
の
保
育
施
設
が

つ
な
が
れ
る
よ
う
に

つ
な
が
る
こ
と
か
ら

地
域
に
目
を
向
け
る

新
た
な
一
歩
に
向
け
て

の
キ
ッ
ク
オ
フ

悩
み
を
共
有
し
て

み
ん
な
で
考
え
る

区社会福祉施設
連絡会とは？

参加者の感想

よ
い
点
・
問
題
点
・
試

し
た
い
こ
と
を
共
有

話
し
合
い
か
ら
具
体

的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
へ

■グループワークで出た意見（一部）
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11
月
6
日
午
後
2
時
〜
3
時
30

分
に
、
西
区
社
会
福
祉
施
設
連
絡
会

と
西
区
社
協
の
共
催
に
よ
り
、
西
区

民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
「
西
区
保
育

施
設
連
絡
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
取
組
み
は
、
区
内
の
保
育

施
設
同
士
の
顔
が
見
え
る
関
係
づ
く

り
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
他
施
設
の

取
組
み
や
課
題
に
つ
い
て
情
報
交
換

し
、
と
も
に
考
え
る
機
会
と
し
て
今

回
初
め
て
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
区
の
北
東
部
に
位
置
す
る
玉
造

地
域
は
、
近
年
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
が

増
え
、
若
い
世
代
を
中
心
に
新
た
に

地
域
に
転
入
す
る
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
中
央
区
社
協
は
、
同
地
域
で
、

令
和
4
年
11
月
に
第
1
回
、
令
和
5

年
7
月
に
第
2
回
の
「
あ
っ
た
ら
い

い
な
を
考
え
る
会
」
を
開
催
し
、

「
玉
造
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
」
を

対
象
と
し
て
、
主
に
地
域
団
体
の
役

員
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
地
域

福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
食
事

サ
ー
ビ
ス
や
ふ
れ
あ
い
喫
茶
の
活
動

者
ら
が
集
ま
り
、
話
し
合
っ
て
き
ま

し
た
。

　
9
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
第
3

回
の
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
も

ふ
ま
え
、
新
た
に
小
学
校
の
P
T
A

役
員
に
声
を
か
け
た
ほ
か
、
地
域
役

員
・
活
動
者
に
限
ら
な
い
地
域
住
民

の
方
も
交
え
て
、
計
22
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
全
員
で
自
己
紹
介
を
し
た

　
全
体
共
有
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
か

ら
「
ふ
れ
あ
い
喫
茶
に
子
育
て
サ
ー

ク
ル
参
加
者
に
も
立
ち
寄
っ
て
も
ら

う
」「
見
守
り
を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
認
知
度
を
あ
げ
た

い
」
「
地
域
の
防
災
訓
練
を
マ
ン

シ
ョ
ン
住
民
と
も
協
働
で
き
れ
ば
」

な
ど
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
場
を
契
機
と
し

て
、
地
域
の
情
報
発
信
を
中
心
に
引

き
続
き
考
え
て
い
く
こ
と
と
な
り
、

11
月
に
再
度
集
ま
っ
た
際
に
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
S
N
S
活
用
や
企

業
と
の
連
携
な
ど
の
可
能
性
を
出
し

合
い
、
具
体
化
に
向
け
た
検
討
が
す

す
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
会
は
区
社
協
が
主
催
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
住
民
・
関
係
者
へ
の
呼
び
か

け
役
・
進
行
役
を
担
い
ま
す
が
、
そ

　
中
央
区
社
協
で
は
、
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
、「
あ
っ
た
ら

い
い
な
を
考
え
る
会
」
と
題
し
た
第
2
層
協
議
体
会
議
（
中
央
区
北
部
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
圏
域
）
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、「
こ
の
よ
う
な
場
を
地
域
で
開

催
で
き
れ
ば
」
と
の
声
が
あ
り
、
令
和
4
年
度
以
降
、
地
域
単
位
で
の
開
催
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
西
区
社
会
福
祉
施
設
連
絡
会
は

保
育
施
設
が
大
半
を
占
め
、
以
前
か

ら
、
社
会
福
祉
法
人
運
営
の
保
育
施

設
同
士
は
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
も
の

の
、
企
業
型
な
ど
の
保
育
施
設
と
は

あ
ま
り
情
報
交
換
す
る
機
会
が
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
区
内
82
施
設
に

案
内
し
、
27
施
設
26
人
の
園
長
・
保

育
士
が
連
絡
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
ま
ず
、
区
社
協
や
区
社
会

福
祉
施
設
連
絡
会
の
取
組
み
に
つ
い

て
説
明
し
た
後
、
講
師
と
し
て
招
い

た
、
四
天
王
寺
大
学
准
教
授
の
吉
田

祐
一
郎
さ
ん
が
、「
保
育
施
設
相
互

の
協
力
関
係
を
つ
く
る
に
あ
た
っ

て
、
形
式
上
の
つ
な
が
り
で
は
な

く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し

た
つ
な
が
り
が
重
要
で
す
。
そ
れ

は
、
こ
ど
も
・
子
育
て
家
庭
を
中
心

と
し
た
保
育
実
践
を
つ
く
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
」
と
語
り
、
続
け

て
、「
西
区
は
ど
の
よ
う
な
ま
ち

か
？
ど
の
よ
う
な
ま
ち
に
し
て
い
き

た
い
か
？
」
を
参
加
者
に
問
い
か
け

な
が
ら
、
こ
ど
も
・
子
育
て
家
庭
に

と
っ
て
の
地
域
の
姿
や
今
後
の
め
ざ

す
方
向
性
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
保
育
と
福
祉
の
考
え
方
に
も

ふ
れ
、「
保
育
も
福
祉
も
『
人
づ
く

り
』『
ま
ち
づ
く
り
』
で
あ
り
、
ど

う
実
践
・
実
行
し
て
い
く
の
か
が
大

切
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
2
つ
の

テ
ー
マ
を
順
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

テ
ー
マ
①
と
し
て
は
「
保
育
で
嬉
し

か
っ
た
こ
と
」
を
共
有
し
、「
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
、
こ
ど
も
た
ち

み
ん
な
で
喜
び
な
が
ら
自
作
し
た
衣

装
で
仮
装
す
る
様
子
を
見
る
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
」「
預
か
っ
て
い

た
こ
ど
も
が
大
人
に
な
り
、
保
育
園

の
同
窓
会
で
顔
を
出
し
て
く
れ
て
、

お
酒
を
飲
ん
で
い
る
な
ん
て
話
を
聞

い
た
際
に
、
成
長
を
感
じ
た
」な
ど

の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
②
で
は
、
「
聞
い
て
・
見

て
・
語
っ
て
！
日
頃
の
保
育
で

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
こ
と
＆
こ
れ
か

ら
の
西
区
の
保
育
・
子
育
て
支
援
で

大
切
に
し
て
み
た
い
こ
と
」
を
共
有

し
、「
こ
ど
も
の
人
権
を
守
れ
る
よ

う
、
研
修
等
で
意
識
づ
け
を
お
こ

な
っ
て
い
る
」
な
ど
心
が
け
て
い
る

こ
と
の
ほ
か
、「
現
場
で
把
握
し
た

小
さ
な
気
づ
き
を
ど
の
よ
う
に
共
有

し
て
い
く
か
」
と
い
っ
た
悩
み
、

「
近
隣
の
保
育
園
に
通
っ
て
い
る
こ

ど
も
は
、
同
じ
小
学
校
に
あ
が
る
可

能
性
も
高
い
の
で
、
保
育
園
の
時
か

ら
顔
を
合
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
取
組

大阪市内の各区では、区内の社会福
祉施設が互いに連携して情報交換や
共同活動をおこなうため、区社会福
祉施設連絡会が組織されています。
区社協は、事務局として活動をサ
ポートしています

●なかなか横のつながりがなく、いろい
ろな保育施設とつながりを持てる機会
がほしいと思っていた

●情報交換で参考になることも聞くこと
ができて、参加してよかった

●何かの行事を一緒にするなど、
交流ができるとおもしろい

み
が
で
き
な
い
か
模
索
し
て
い
る
」

等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
ま
と
め
と
し
て
西
区
社

会
福
祉
施
設
連
絡
会
会
長
で
千
代

崎
ポ
プ
ラ
保
育
園
園
長
の
松
枝
順

司
さ
ん
か
ら
、「
以
前
か
ら
社
会
福

祉
法
人
以
外
の
保
育
施
設
と
も
情

報
交
換
で
き
る
機
会
が
必
要
だ
と

思
っ
て
お
り
、
楽
し
い
情
報
交
換
の

時
間
だ
っ
た
。
ど
こ
の
保
育
施
設
も

『
こ
ど
も
の
た
め
に
一
生
懸
命
』
と

い
う
こ
と
は
同
じ
。
考
え
方
や
や
り

方
は
施
設
そ
れ
ぞ
れ
か
も
し
れ
な
い

が
、
見
て
い
る
方
向
性
は
同
じ
と
改

め
て
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
共

感
し
合
え
る
仲
間
と
集
ま
り
、
参
考

に
な
る
こ
と
を
聞
い
て
気
づ
き
が
生

ま
れ
る
連
絡
会
は
や
は
り
必
要
だ
と

感
じ
た
。
今
後
も
継
続
し
て
実
施
し

て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

後
に
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
話
し

合
い
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、
「
Ｋ
Ｐ
Ｔ

Ａ
法
」
と
呼
ば
れ
る
手
法
を
取
り
入

れ
、
ま
ず
は
①
K
e
e
p
（
よ
か
っ

た
こ
と
、
続
け
た
い
こ
と
）
と
②

P
r
o
b
l
e
m
（
問
題
点
、
改
善

し
た
い
こ
と
）
を
あ
げ
ま
し
た
。
そ

こ
か
ら
③
T
r
y
（
試
し
た
い
こ

と
）
に
つ
い
て
、
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト

「
続
け
る
こ
と
、
拡
張
す
る
こ
と
」

「
改
善
す
る
こ
と
・
や
め
る
こ
と
」

「
新
し
く
試
す
こ
と
」
で
整
理
し
、

れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
話
し
合
わ
れ

た
ア
イ
デ
ア
の
実
現
に
向
け
た
動
き

は
、
住
民
が
中
心
と
な
っ
て
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
区
内
の
他
地
域
で
も
こ
の
よ
う
な

話
し
合
い
を
き
っ
か
け
に
、
こ
れ
ま

で
地
域
活
動
に
関
わ
り
が
な
か
っ
た

住
民
に
よ
る
、
集
合
住
宅
で
の
新
た

な
カ
フ
ェ
の
立
上
げ
に
つ
な
が
っ
た

事
例
も
生
ま
れ
て
お
り
、
区
社
協
で

最
後
に
④
A
c
t
i
o
n
（
自
分
た

ち
が
実
行
す
る
具
体
的
な
行
動
）
を

導
く
と
い
う
流
れ
を
た
ど
り
ま
し

た
。
枠
組
み
に
沿
っ
て
活
発
な
意
見

交
換
が
展
開
さ
れ
、
模
造
紙
と
付
箋

を
使
っ
て
前
回
の
話
し
合
い
の
結
果

に
今
回
の
意
見
が
重
ね
ら
れ
て
い
き

ま
し
た
。

●地域役員・活動者だけでなく、
新たな参加者に呼びかけて開催

●意見を出し合い、今後の取組み
を導ける枠組み（フレーム）を
取り入れる

●区社協はきっかけづくり・提案
役となるが、具体的な取組みは
地域主体で実行

中央区の取組みから学ぶ
話し合いの場づくりのポイント

は
、
地
域
の
特
性
を
ふ
ま
え
、
そ
れ

ぞ
れ
に
合
っ
た
形
で
の
話
し
合
い
の

場
づ
く
り
や
活
動
へ
の
支
援
を
す
す

め
て
い
ま
す
。

Keep
（よかったこと、続けたいこと）

1

・見守り活動 ・百歳体操
・ふれあい喫茶 ・子育てサークル

Action
（自分たちが実行すること、
  行動計画）

4

・地域のホームページをつくる
・QRコードやオンラインで情報
発信
・情報を簡単に得られるツール
として、LINEなどの活用
・町会掲示板を増やす
・赤ちゃんのサポートはあるが、
共働きのこどもの支援が少な
いため、こどもの居場所を増
やす

Try（Keep：続けること、拡張すること）-13
・会館での活動　・世代間交流の祭り、盆踊り　・防災訓練

Try（Problem：改善すること、やめること）-23

Try（New：新しく試すこと）-33
・集まりやすい時間帯で集いを開催
・周知の拡大

Problem
（問題点、改善したいこと）

2

・坂道の上（北側）の人は会館に来
るのが大変
・マンションと地域の交流がない
・活動参加者・担い手ともに高齢

・マンションなど町会未加入者にも地域情報を伝える必要
がある
・世代間交流の喫茶ができておらず、子育て参加の親子が
来ない

▲「あったらいいな」をテーマに話し合い

▲全体共有では、住民からグループで出た意見を
発表

こ
ど
も・家
庭・地
域
の
笑
顔
の
た
め
に

保
育
施
設
が
で
き
る
こ
と

▲西区保育施設連絡会を初めて開催

▲活発な情報交換ができました

▲「あっという間に時間が経っ
たと思うくらい楽しい情報交
換だった」と松枝さん

西区

西区
「
あ
っ
た
ら
い
い
な
」を
話
し
合
お
う

中央区

中央区
区
内
の
保
育
施
設
が

つ
な
が
れ
る
よ
う
に

つ
な
が
る
こ
と
か
ら

地
域
に
目
を
向
け
る

新
た
な
一
歩
に
向
け
て

の
キ
ッ
ク
オ
フ

悩
み
を
共
有
し
て

み
ん
な
で
考
え
る

区社会福祉施設
連絡会とは？

参加者の感想

よ
い
点
・
問
題
点
・
試

し
た
い
こ
と
を
共
有

話
し
合
い
か
ら
具
体

的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
へ

■グループワークで出た意見（一部）

5 大阪の社会福祉　第835号（毎月1回発行） 42024年（令和6年）12月「大阪の社会福祉」は共同募金助成金を活用して発行しています。



も
は
や
『
例
外
』
で
は
な
く
、

『
第
2
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
』
」
注
）

と
述
べ
て
い
る
。
現
在
の
社
会

制
度
で
は
家
族
が
い
る
こ
と
が

標
準
と
さ
れ
て
い
る
が
、
身
寄

り
が
な
い
こ
と
を
今
後
の
社
会

に
お
け
る
新
た
な
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
と
し
て
位
置
づ
け
る
必
要
が

あ
る
と
示
唆
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
こ
の
問
題
は
、
高
齢
者
だ
け

で
な
く
、
他
の
年
代
で
も
共
通

し
て
起
こ
り
う
る
。
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
実

施
し
た
「
生
活
と
支
え
合
い
に

関
す
る
調
査
」（
2
0
2
2
年
7

月
）
で
は
、
高
齢
者
で
は
な
い
単

身
の
男
性
の
2
9
・
7
％
、
女
性

で
は
1
5
・
0
％
が
「
日
頃
の

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
の
手
助
け
」

で
頼
れ
る
人
が
「
い
な
い
」
と
回

答
し
て
い
る
。

　
身
寄
り
が
な
い
こ
と
で
生
じ

る
問
題
に
対
し
て
、
当
事
者
や

支
援
者
な
ど
が
協
力
し
て
地
域

で
取
り
組
む
こ
と
は
重
要
で
あ

る
が
、
行
政
な
ど
公
的
支
援
の

強
化
も
不
可
欠
で
あ
り
、
社
会

全
体
で
こ
の
問
題
と
向
き
合
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

注
）
特
定
非
営
利
活
動
法
人
つ
な
が
る
鹿
島

「
身
寄
り
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
手
引
き
」

（
2
0
2
1
年
3
月
）,
p
.
1
.

　
厚
生
労
働
省
は
2
0
2
4
年

度
に
「
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者

等
が
抱
え
る
生
活
上
の
課
題
に

対
応
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
事

業
」
を
実
施
し
、
9
つ
の
市
町
で

取
組
み
が
始
ま
っ
た
。
本
事
業

は
、
①
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者

等
の
相
談
を
受
け
る
包
括
的
な

相
談
・
調
整
窓
口
の
整
備
と
、

②
身
元
保
証
を
代
替
す
る
支

援
、
日
常
生
活
支
援
、
死
後
の

事
務
支
援
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
が
公
表
し
た
「
日
本
の

世
帯
数
の
将
来
推
計
（
全
国
推

計
）
―
令
和
6
（
2
0
2
4
）

年
推
計
」（
2
0
2
4
年
4
月
12

日
）
に
よ
る
と
、
単
独
世
帯
は

2
0
2
0
年
の
3
8
・
0
％
か
ら

2
0
5
0
年
に
は
4
4
・
3
％
に

増
加
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
高
齢
単
独
世
帯
に
占
め
る

未
婚
者
の
割
合
も
大
き
く
上
昇

す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
近
親
者

の
い
な
い
高
齢
単
独
世
帯
の
急

増
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
2
0
年
度
に
身
寄
り
の

な
い
人
を
地
域
で
支
え
る
地
域

づ
く
り
に
関
す
る
調
査
を
行
っ

た
N
P
O
法
人
つ
な
が
る
鹿
島

は
「
『
身
寄
り
』
が
な
い
こ
と
は

　
市
社
協
と
大
阪
市
社
会
事
業
施

設
協
議
会
、
大
阪
市
福
祉
人
材
養

成
連
絡
協
議
会
は
共
催
に
よ
り
「
福

祉
の
お
し
ご
と 

魅
力
発
見
ミ
ー

学
生
対
象

「
福
祉
の
お
し
ご
と 

魅
力
発
見
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」開
催

　6つの社会事業施設
団体（児童・保育・老
人・生活保護・地域・障

害の各団体）で組織しており、社会事業団体相
互の連絡調整と協同活動を推進し、施設の事業
内容の充実発展を目的に活動しています。主に、
施設団体相互の連絡調整や施設運営に関する調
査、研究及び企画に関すること、施設と地域社会
の連携に関すること、関係官公庁、団体との連絡
協調の促進、従事者の研修及び福祉の増進に関
する事業をおこなっています

テ
ィ
ン
グ
」
が
11
月
18
日
、
グ
ラ
ン

フ
ロ
ン
ト
大
阪
ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ

ル
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
で
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

学
生
へ
福
祉
の
仕
事
の
魅
力
を
発
信

し
、
将
来
の
職
業
と
し
て
志
す
人
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た

　
後
半
は
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
フ
ォ
ー
ム
を

使
っ
て
学
生
か
ら
の
質
問
や
感
想
を

募
り
、「
就
職
活
動
の
決
め
手
」「
利

用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

工
夫
」「
失
敗
し
た
時
や
壁
に
あ
た
っ

た
時
の
乗
り
越
え
方
」
な
ど
、
全
体

で
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
を
進
め
ま
し
た
。

　
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
と
て

も
よ
か
っ
た
」「
よ
か
っ
た
」
と
の

回
答
が
約
9
割
と
な
り
、
施
設
見
学

や
関
心
の
あ
る
分
野
に
つ
い
て
よ
り

深
く
聞
き
た
い
と
い
っ
た
声
も
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
大
阪
市
社
会
事
業
施
設

協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
市
社
協

が
運
営
す
る
サ
イ
ト
「
ふ
く
し
る
大

阪
」
な
ど
で
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を

ま
と
め
た
動
画
や
関
連
記
事
な
ど
を

発
信
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

も
の
で
す
。

　
学
校
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
先
生
か

ら
の
紹
介
等
で
、
高
校
生
や
専
門
学

校
生
、
短
期
大
学
生
、
大
学
生
（
大

阪
府・京
都
府・兵
庫
県・奈
良
県
下
）

な
ど
計
17
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
主
催
団
体
か
ら
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
市
社
協
職
員
の
進
行
の
も
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
社
会
福
祉
施

設
で
働
く
若
手
職
員
12
人
が
、
施
設

の
役
割
や
仕
事
内
容
、
や
り
が
い
等

を
紹
介
し
ま
し
た
。「
保
育
所
と
し

●それぞれの分野で働く職員の方から詳しくお話を聞けて、とても興味が湧きました（高校生）
●実際に働いている職員の方から体験談を聞くことができ、やっぱり福祉の道をめざしたいと思えました。進路選択の後押し
になりました（高校生）

●福祉の仕事には、さまざまな業種があることを学ぶ機会となりました。皆様がいきいきとお話されているのが印象的でした
（短大生）
●施設紹介や仕事、やりがい、就職したきっかけについて知ることができてよかったです（大学生）
●特別養護老人ホームで実習をしましたが、他分野の仕事内容等について知りたいと思い、参加して知ることができて
よかったです（大学生）

て
、
高
齢
施
設
や
町
内
会
の
行
事

（
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
）
に
参
加
し
て
、

こ
ど
も
た
ち
と
高
齢
者
が
交
流
で
き

る
機
会
を
つ
く
り
、
双
方
が
楽
し
め

る
機
会
を
つ
く
っ
て

い
る
」「
野
菜
が
嫌
い

で
食
べ
な
か
っ
た
子

が
、
自
分
か
ら
食
べ

る
よ
う
に
な
っ
て
く

れ
た
時
に
、
こ
ど
も

の
成
長
を
見
る
こ
と

が
で
き
て
や
り
が
い

を
感
じ
た
」「
こ
ど
も

た
ち
が
失
敗
し
て
落

ち
込
ん
で
し
ま
っ
て

も
、
そ
こ
か
ら
乗
り

越
え
て
、
成
長
し
、

大
き
く
な
っ
て
い
く

過
程
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
が
魅
力
」

と
い
っ
た
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
高
齢
施
設
で
働
い
て
お

り
、
認
知
症
の
方
へ
の
対
応
で
大
変

な
時
も
あ
る
が
、
介
助
で
感
謝
し
て

も
ら
え
た
時
は
や
は
り
う
れ
し
い
。

こ
の
仕
事
を
し
て
い
る
か
ら
知
れ
る

喜
び
が
あ
る
」「
障
が
い
関
係
の
施
設

で
働
い
て
お
り
、
日
々
の
創
作
活
動

を
通
じ
て
、
利
用
者
さ
ん
が
地
域
や

社
会
と
つ
な
が
れ
る
よ
う
な
機
会
が

で
き
た
と
き
に
意
義
を
感
じ
る
」「
生

活
保
護
施
設
で
、
利
用
者
さ
ん
の
目

標
達
成
に
向
け
て
、
一
緒
に
働
き
か

け
て
い
け
る
と
こ
ろ
に
や
り
が
い
を

感
じ
る
。ま
た
、
利
用
者
さ
ん
か
ら

『
あ
な
た
な
ら
任
せ
ら
れ
る
』『
相
談

し
て
よ
か
っ
た
』
と
言
っ
て
も
ら
え

る
と
や
り
が
い
に
も
な
る
し
、
元
気

も
出
る
」
な
ど
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。

●トークセッションがあり、他の施設の方の大切
にしていることや、悩んだ時などの話を聞け
てよかった

●初めてだったので、緊張したが、他の分野の
知らなかった施設について、聞くこともできて
よかった

●学生の方と対話できる時間があるといいので
はないかと感じました

大
阪
公
立
大
学
大
学
院
生
活
科
学
研
究
科
　講
師
　鵜
浦 

直
子

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
等
へ
の
対
策

▲フリップなどを用いたパネルトーク ▲仕事の魅力、利用者との関わりをスライドで説明

▲「福祉を魅力に感じていただき、将来一緒に働けれ
ば」とまとめました

▲就職したきっかけ、失敗した時にどうしているなども
聞くことができました

大阪市社会事業
施設協議会とは？

福
祉
の
魅
力
発
信

普
段
の
仕
事
内
容
や

や
り
が
い
を
紹
介

登壇者の感想

参加者の声
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も
は
や
『
例
外
』
で
は
な
く
、

『
第
2
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
』
」
注
）

と
述
べ
て
い
る
。
現
在
の
社
会

制
度
で
は
家
族
が
い
る
こ
と
が

標
準
と
さ
れ
て
い
る
が
、
身
寄

り
が
な
い
こ
と
を
今
後
の
社
会

に
お
け
る
新
た
な
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
と
し
て
位
置
づ
け
る
必
要
が

あ
る
と
示
唆
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
こ
の
問
題
は
、
高
齢
者
だ
け

で
な
く
、
他
の
年
代
で
も
共
通

し
て
起
こ
り
う
る
。
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
実

施
し
た
「
生
活
と
支
え
合
い
に

関
す
る
調
査
」（
2
0
2
2
年
7

月
）
で
は
、
高
齢
者
で
は
な
い
単

身
の
男
性
の
2
9
・
7
％
、
女
性

で
は
1
5
・
0
％
が
「
日
頃
の

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
の
手
助
け
」

で
頼
れ
る
人
が
「
い
な
い
」
と
回

答
し
て
い
る
。

　
身
寄
り
が
な
い
こ
と
で
生
じ

る
問
題
に
対
し
て
、
当
事
者
や

支
援
者
な
ど
が
協
力
し
て
地
域

で
取
り
組
む
こ
と
は
重
要
で
あ

る
が
、
行
政
な
ど
公
的
支
援
の

強
化
も
不
可
欠
で
あ
り
、
社
会

全
体
で
こ
の
問
題
と
向
き
合
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

注
）
特
定
非
営
利
活
動
法
人
つ
な
が
る
鹿
島

「
身
寄
り
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
手
引
き
」

（
2
0
2
1
年
3
月
）,
p
.
1
.

　
厚
生
労
働
省
は
2
0
2
4
年

度
に
「
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者

等
が
抱
え
る
生
活
上
の
課
題
に

対
応
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
事

業
」
を
実
施
し
、
9
つ
の
市
町
で

取
組
み
が
始
ま
っ
た
。
本
事
業

は
、
①
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者

等
の
相
談
を
受
け
る
包
括
的
な

相
談
・
調
整
窓
口
の
整
備
と
、

②
身
元
保
証
を
代
替
す
る
支

援
、
日
常
生
活
支
援
、
死
後
の

事
務
支
援
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
が
公
表
し
た
「
日
本
の

世
帯
数
の
将
来
推
計
（
全
国
推

計
）
―
令
和
6
（
2
0
2
4
）

年
推
計
」（
2
0
2
4
年
4
月
12

日
）
に
よ
る
と
、
単
独
世
帯
は

2
0
2
0
年
の
3
8
・
0
％
か
ら

2
0
5
0
年
に
は
4
4
・
3
％
に

増
加
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
高
齢
単
独
世
帯
に
占
め
る

未
婚
者
の
割
合
も
大
き
く
上
昇

す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
近
親
者

の
い
な
い
高
齢
単
独
世
帯
の
急

増
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
2
0
年
度
に
身
寄
り
の

な
い
人
を
地
域
で
支
え
る
地
域

づ
く
り
に
関
す
る
調
査
を
行
っ

た
N
P
O
法
人
つ
な
が
る
鹿
島

は
「
『
身
寄
り
』
が
な
い
こ
と
は

　
市
社
協
と
大
阪
市
社
会
事
業
施

設
協
議
会
、
大
阪
市
福
祉
人
材
養

成
連
絡
協
議
会
は
共
催
に
よ
り
「
福

祉
の
お
し
ご
と 

魅
力
発
見
ミ
ー

学
生
対
象

「
福
祉
の
お
し
ご
と 

魅
力
発
見
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」開
催

　6つの社会事業施設
団体（児童・保育・老
人・生活保護・地域・障

害の各団体）で組織しており、社会事業団体相
互の連絡調整と協同活動を推進し、施設の事業
内容の充実発展を目的に活動しています。主に、
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の連携に関すること、関係官公庁、団体との連絡
協調の促進、従事者の研修及び福祉の増進に関
する事業をおこなっています

テ
ィ
ン
グ
」
が
11
月
18
日
、
グ
ラ
ン

フ
ロ
ン
ト
大
阪
ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ

ル
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
で
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

学
生
へ
福
祉
の
仕
事
の
魅
力
を
発
信

し
、
将
来
の
職
業
と
し
て
志
す
人
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た

　
後
半
は
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
フ
ォ
ー
ム
を

使
っ
て
学
生
か
ら
の
質
問
や
感
想
を

募
り
、「
就
職
活
動
の
決
め
手
」「
利

用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

工
夫
」「
失
敗
し
た
時
や
壁
に
あ
た
っ

た
時
の
乗
り
越
え
方
」
な
ど
、
全
体

で
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
を
進
め
ま
し
た
。

　
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
と
て

も
よ
か
っ
た
」「
よ
か
っ
た
」
と
の

回
答
が
約
9
割
と
な
り
、
施
設
見
学

や
関
心
の
あ
る
分
野
に
つ
い
て
よ
り

深
く
聞
き
た
い
と
い
っ
た
声
も
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
大
阪
市
社
会
事
業
施
設

協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
市
社
協

が
運
営
す
る
サ
イ
ト
「
ふ
く
し
る
大

阪
」
な
ど
で
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を

ま
と
め
た
動
画
や
関
連
記
事
な
ど
を

発
信
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

も
の
で
す
。

　
学
校
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
先
生
か

ら
の
紹
介
等
で
、
高
校
生
や
専
門
学

校
生
、
短
期
大
学
生
、
大
学
生
（
大

阪
府・京
都
府・兵
庫
県・奈
良
県
下
）

な
ど
計
17
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
主
催
団
体
か
ら
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
市
社
協
職
員
の
進
行
の
も
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
社
会
福
祉
施

設
で
働
く
若
手
職
員
12
人
が
、
施
設

の
役
割
や
仕
事
内
容
、
や
り
が
い
等

を
紹
介
し
ま
し
た
。「
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育
所
と
し

●それぞれの分野で働く職員の方から詳しくお話を聞けて、とても興味が湧きました（高校生）
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になりました（高校生）
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（短大生）
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●特別養護老人ホームで実習をしましたが、他分野の仕事内容等について知りたいと思い、参加して知ることができて
よかったです（大学生）

て
、
高
齢
施
設
や
町
内
会
の
行
事

（
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
）
に
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加
し
て
、

こ
ど
も
た
ち
と
高
齢
者
が
交
流
で
き

る
機
会
を
つ
く
り
、
双
方
が
楽
し
め

る
機
会
を
つ
く
っ
て

い
る
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野
菜
が
嫌
い

で
食
べ
な
か
っ
た
子

が
、
自
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る
よ
う
に
な
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く

れ
た
時
に
、
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も

の
成
長
を
見
る
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と
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で
き
て
や
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が
い

を
感
じ
た
」「
こ
ど
も

た
ち
が
失
敗
し
て
落
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込
ん
で
し
ま
っ
て

も
、
そ
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ら
乗
り

越
え
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成
長
し
、

大
き
く
な
っ
て
い
く

過
程
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
が
魅
力
」

と
い
っ
た
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
高
齢
施
設
で
働
い
て
お

り
、
認
知
症
の
方
へ
の
対
応
で
大
変

な
時
も
あ
る
が
、
介
助
で
感
謝
し
て

も
ら
え
た
時
は
や
は
り
う
れ
し
い
。

こ
の
仕
事
を
し
て
い
る
か
ら
知
れ
る

喜
び
が
あ
る
」「
障
が
い
関
係
の
施
設

で
働
い
て
お
り
、
日
々
の
創
作
活
動

を
通
じ
て
、
利
用
者
さ
ん
が
地
域
や

社
会
と
つ
な
が
れ
る
よ
う
な
機
会
が

で
き
た
と
き
に
意
義
を
感
じ
る
」「
生

活
保
護
施
設
で
、
利
用
者
さ
ん
の
目

標
達
成
に
向
け
て
、
一
緒
に
働
き
か

け
て
い
け
る
と
こ
ろ
に
や
り
が
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を

感
じ
る
。ま
た
、
利
用
者
さ
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ら
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あ
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た
な
ら
任
せ
ら
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る
』『
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し
て
よ
か
っ
た
』
と
言
っ
て
も
ら
え

る
と
や
り
が
い
に
も
な
る
し
、
元
気

も
出
る
」
な
ど
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。

●トークセッションがあり、他の施設の方の大切
にしていることや、悩んだ時などの話を聞け
てよかった

●初めてだったので、緊張したが、他の分野の
知らなかった施設について、聞くこともできて
よかった

●学生の方と対話できる時間があるといいので
はないかと感じました
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The social welfare in OSAKA

大
谷
翔
平
の
放
っ
た
50

号
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
ボ
ー

ル
1
個
に
、
数
億
円
の

値
段
が
付
い
た
ら
し
い
▼
貧
困
や

格
差
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
る
日
本
に
比
べ
、
ア
メ
リ
カ

社
会
の
何
と
の
ど
か
な
こ
と
か
。

世
界
各
地
で
戦
争
も
起
こ
っ
て
い

る
と
い
う
の
に
▼
ワ
ー
ル
ド
シ

リ
ー
ズ
の
入
場
料
も
、
バ
ッ
ク

ネ
ッ
ト
裏
で
は
3
百
万
円
以
上
だ

と
か
。
た
っ
た
2
〜
3
時
間
の
ス

ポ
ー
ツ
観
戦
に
3
百
万
円
も
払
う

人
が
山
ほ
ど
い
て
、
即
時
完
売
▼

そ
も
そ
も
ド
ジ
ャ
ー
ス
や
ヤ
ン

キ
ー
ス
と
い
う
チ
ー
ム
は
金
持
ち

で
、
大
谷
や
山
本
の
契
約
金
を
見

て
も
破
格
で
あ
る
。
そ
ん
な
金
持

ち
球
団
が
、
金
に
あ
か
せ
て
集
め

た
選
手
た
ち
の
活
躍
で
勝
利
を
得

る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
と
は
い
っ
た
い

何
な
の
だ
ろ
う
▼
考
え
れ
ば
、
日

本
で
も
巨
人
や
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
が

強
い
の
は
、
選
手
に
出
せ
る
お
金

の
差
以
外
の
何
物
で
も
な
い
だ
ろ

う
。
大
谷
の
よ
う
に
、
日
本
人
が

ア
メ
リ
カ
社
会
で
ヒ
ー
ロ
ー
に
な

る
の
は
う
れ
し
い
こ
と
だ
が
、
何

か
違
う
よ
う
な
気
が
す
る
▼「
野
球

し
よ
う
ぜ
」
と
グ
ロ
ー
ブ
を
全
国

の
小
学
校
に
贈
っ
た
り
、
世
界
を

知
る
べ
き
だ
と
若
者
の
ロ
ス
ア
ン

ジ
ェ
ル
ス
へ
の
留
学
資
金
を
出
し

た
り
、
格
好
良
す
ぎ
る
の
も
個
人

的
に
釈
然
と
し
な
い
▼
裏
金
で
な

い
か
ら
い
い
か
と
自
分
を
納
得
さ

せ
て
い
る
が
。

（
石
）

大阪市ボランティア・市民活動センター
TEL 06-6765-4041
MAIL kodomo@osaka-sishakyo.jp

参加者
募集！

参加費
無料！

2月8日令和7年 土

午後1時～4時

大阪市天王寺区東高津町7-11

　
市
社
協
で
は
、「
善
意
銀
行
」
を

通
じ
て
、
事
業
運
営
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
市
民
の
皆
さ
ま
や
法
人
・
団

体
か
ら
善
意
の
預
託
（
金
品
・
物
品
）

を
受
け
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
や
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
を
図

る
た
め
、
社
会
福
祉
関
係
の
施
設
・

団
体
・
機
関
等
の
活
動
に
役
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
ス
マ
イ
ル
チ
ル
ド
レ

ン
か
ら
、
96
万
円
の
寄
附
を
賜
り
ま

し
た
。
寄
附
金
は
、
大
阪
市
児
童
福

祉
施
設
連
盟
等
を
通
じ
て
市
内
の
児

童
養
護
施
設
に
お
い
て
、
有
効
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ユ
ニ
ゾ
ホ
テ
ル
株
式
会
社
か
ら
、

歯
ブ
ラ
シ
や
ヘ
ア
ブ
ラ
シ
な
ど
の
預

託
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
附
さ
れ

た
物
品
は
区
社
協
を
通
じ
て
、
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

第１部

第2部

　体験や経験を通じて、こどもたちが“社会を生き抜く力”“豊かな人間性”を育むために
わたしたちに何ができるのか地域全体で一緒に考えてみませんか？

社会福祉
法　　人 大阪市社会福祉協議会

HB

vol.835

大
阪
の

福祉のおしごと魅力発見ミーティング

https://www.osaka-sishakyo.jp

大阪の
2024年12月

835

地域こども支援ネットワーク事業シンポジウム令和6年度

善
意
銀
行

―
み
な
さ
ん
の
善
意
を

　
　
　社
会
福
祉
の
発
展
に―

市社協

金銭や物品の預託
（例）
・バザー等の売上金の一部を
　寄附
・未使用の消耗品等の物品を
　寄附

社会福祉関係の
施設・団体・機関等

・感謝の気持ち
・寄附金・物品を
　活用した取組み

預かった金銭や
物品の善意をつなぐ
（払出し）

善意銀行の輪

▲善意銀行の
　ながれ

▲

預託をいただいた
スマイルチルドレ
ンの5人

体験の格差が与える
こどもたちへの影響について考える！
体験の格差が与える
こどもたちへの影響について考える！

▲児童養護施設、保育施設、特別養護老人ホーム、救護施設、障がい児・者施設で勤務する若手職員がお話しました

市民・善意銀行預託者
（個人や企業、団体等）

大阪市社協

1 大阪の社会福祉　第835号（毎月1回発行） 82024年（令和6年）12月「大阪の社会福祉」は共同募金助成金を活用して発行しています。


